
み
ど
り
と
太
陽
は
、
人
間
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
横
浜
市
の
よ
う
な
過
密
都
市
で
は
、
こ
う
し
た
み
ど
り
や

太
陽
は
急
速
に
失
な
わ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
市
で
は
本
牧
市
民
公

園
を
は
じ
め
大
小
の
公
園
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
自
然
の
緑
地
を
確
保
す
る
た
め
、

四
十
四
年
に
円
海
山
周
辺
七
一
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
近
郊
緑
地
保
全
区
域

に
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
区
域
の
良
好
な
自
然
環
境
を
ま
も
る
た
め
、

必
要
な
規
制
と
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
と
く
に
良
好
な
自

然
地
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
円
海
山
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
に
指
定

し
て
い
る
。
こ
の
特
別
保
全
地
区
内
の
土
地
は
、
所
有
者
の
買
取
り
請

求
が
あ
る
場
合
に
は
、
買
取
り
に
応
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
四
十

五
年
十
月
末
現
在
、
一
万
一
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
た
。

こ
の
ほ
か
風
致
の
と
く
に
す
ぐ
れ
た
地
域
、
自
然
状
態
を
保
持
し
て
い

る
地
域
・
史
跡
・
そ
の
他
特
色
あ
る
景
観
地
域
な
ど
一
〇
地
区
、
二
、

八
四
七
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
風
致
地
区
に
指
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
地

区
内
で
は
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
な
い
開
発
や
建
築
は
条
例
で
禁
止
し

て
い
る
。

副
都
心
の
整
備

２
　
副
都
心
の
整
備

上
大
岡
は
副
都
心
に
な
れ
る
か

地
下
一
階
、
地
上
七
階
、
延
床
面
積
一
万
六
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

と
い
う
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
四

年
十
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
ビ
ル
の
中
に
は
大
手
の
ス
ー
パ
ー
を
は
じ
め
、

各
種
専
門
店
・
喫
茶
店
・
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な
ど
が
あ
り
、
ビ
ル
全
体
の

売
上
げ
は
年
間
三
〇
億
円
を
目
標
と
し
て
い
る
。
開
店
後
一
年
を
む
か

え
た
現
在
、
こ
の
目
標
を
突
破
す
る
こ
と
は
確
実
だ
と
い
う
。
そ
し
て

こ
の
ビ
ル
の
目
の
前
に
、
地
下
二
階
、
地
上
五
階
、
売
場
面
積
九
、
六

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
が
、
四
十
五
年
十
一
月
に

開
店
し
た
。
こ
こ
に
も
大
手
ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
て
お
り
、
ビ
ル
の
年
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間
売
上
げ
は
四
〇
億
円
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
界
の
ビ

ッ
グ
・
ス
リ
ー
の
う
ち
二
つ
が
、
こ
の
一
年
間
に
あ
い
つ
い
で
こ
の
地

区
に
進
出
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
地
区
に

は
現
在
、
都
市
銀
行
か
ら
信
用
金
庫
ま
で
、
六
行
の
金
融
機
関
が
集
中

し
て
い
る
が
、
四
十
五
年
度
に
は
、
有
力
な
都
市
銀
行
二
行
の
進
出
が

認
可
さ
れ
た
。
同
じ
地
域
に
二
店
が
同
時
に
進
出
す
る
こ
と
は
、
全
国

で
も
例
が
少
な
い
そ
う
で
あ
る
。
地
元
で
は
将
来
、
こ
の
地
区
が
横
浜

の
副
都
心
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
京
浜
急
行
上
大

岡
駅
周
辺
地
区
は
、
郊
外
部
の
急
激
な
宅
地
化
と
人
口
の
集
中
を
背
景

に
、
市
の
東
南
部
の
中
心
地
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。

横
浜
市
の
周
辺
部
で
は
、
急
速
か
つ
多
量
に
宅
地
開
発
が
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
人
口
の
集
中
が
い
ち
じ
る
し
い
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人

々
の
通
勤
・
通
学
の
手
段
と
し
て
は
、
国
鉄
を
は
じ
め
各
私
鉄
の
鉄
道

輸
送
機
関
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
京
浜
急
行
上
大
岡
駅
な
ど

周
辺
部
の
各
駅
で
は
、
乗
車
人
員
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
三
十
九

年
度
と
四
十
三
年
度
の
一
日
平
均
乗
車
人
員
を
比
較
す
る
と
、
伸
び
率

で
は
二
俣
川
駅
の
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
を
最
高
に
、
上
大
岡
駅
・
綱
島

駅
が
そ
れ
ぞ
れ
、
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て

い
る
。
増
加
数
で
は
上
大
岡
が
一
万
二
、
四
〇
〇
人
で
一
位
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
駅
周
辺
に
お
け
る
商
業
の
立
地
条
件
は
、

き
わ
め
て
有
利
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

中
心
地
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
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駅
前
広
場
も
ほ
と
ん
ど
な
い

こ
れ
ま
で
、
横
浜
市
内
の
商
業
施
設
や
事
務
所
は
、
横
浜
駅
周
辺
と
関

内
・
伊
勢
佐
木
町
周
辺
の
都
心
部
の
ほ
か
に
は
、
鶴
見
駅
前
・
戸
塚
駅

前
な
ど
に
か
な
り
の
集
積
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
地
区
に
は

目
立
っ
た
集
積
は
な
か
っ
た
。
最
近
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
い
る

郊
外
部
の
各
駅
周
辺
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
然
発
生
的
に
市
街
地
が
形
成

さ
れ
て
き
た
た
め
、
住
宅
・
商
店
・
工
場
な
ど
が
ま
じ
り
合
い
、
平
面

的
に
雑
然
と
し
た
街
な
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
増
加
す
る
人
口

に
た
い
し
て
、
満
足
で
き
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
と
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
道
路
や
公
園
な
ど
が
不
足
し
て
い
る
ほ
か
、
バ
ス
の
発
着
に
必

要
な
駅
前
広
場
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
バ
ス
の
発
着
は
混
雑
の
激
し
い
駅

前
の
道
路
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
混
雑
に
拍
車
を
か
け
る
と
同
時
に
、

市
民
に
大
き
な
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
せ
っ
か
く

地
域
の
中
心
地
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
市
民
の

日
常
生
活
の
中
心
地
と
し
て
、
十
分
な
働
き
を
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
が
、
将
来
、
地
域
の
中
心
地
あ
る
い
は
横
浜
の
副
都
心

と
し
て
発
展
す
る
に
は
、
市
民
に
快
適
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
こ
い
の

場
を
提
供
し
、
同
時
に
交
通
機
能
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
再
開
発

副
都
心
の
整
備

が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
で
は
現
在
、
都
市
機
能
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
都
心
部
強
化
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
周
辺
拠
点

地
区
を
地
域
の
中
心
地
あ
る
い
は
副
都
心
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
、

横
浜
市
の
都
市
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

副
都
心
な
ど
地
域
中
心
地
に
お
い
て
、
横
浜
の
も
つ
都
市
機
能
の
一
部

を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
部
の
純
化
を
は
か
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
都
市
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
し
か
し
、
周
辺
拠
点
地
区
が
副
都
心
化
す
る
に
は
、
い
く

つ
か
の
条
件
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
組
み
合
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
区
の
動
向
を
み
き
わ
め
、
開
発
の
時

期
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

東
海
道
新
幹
線
の
新
横
浜
駅
周
辺
は
、
将
来
、
横
浜
の
副
都
心
と
し
て
、

都
市
機
能
を
分
担
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
す
で
に

北
部
は
土
地
区
画
整
理
を
お
こ
な
い
、
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
が
、
引
き

続
き
南
部
も
土
地
区
画
整
理
を
お
こ
な
う
計
画
を
す
す
め
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
鶴
見
駅
西
口
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
元
権
利
者
と
再
開

発
事
業
の
実
施
の
た
め
協
議
に
は
い
っ
て
い
る
。
戸
塚
駅
周
辺
に
つ
い

て
も
、
地
元
関
係
者
と
研
究
中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
事
業

化
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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中
心
地
区
の
条
件

昭
和
四
十
四
年
度
に
は
、
綱
島
駅
・
中
山
駅
・
二
俣
川
駅
・
保
土
ヶ
谷

駅
西
口
の
四
地
区
の
周
辺
に
つ
い
て
、
再
開
発
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、

基
礎
的
な
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
一
般
的
な
既
存
資
料

に
も
と
づ
い
て
、
横
浜
市
の
商
業
的
配
分
の
将
来
計
画
・
周
辺
の
都
市

計
画
・
社
会
的
条
件
の
変
動
に
た
い
す
る
対
応
策
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
通
勤
・
通
学
の
便
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路

・
広
場
・
公
園
な
ど
の
あ
り
方
、
買
物
や
娯
楽
の
中
心
地
と
し
て
、
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
の
方
向
づ
け
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
四
十
五
年
度
に

は
上
大
岡
駅
周
辺
・
金
沢
文
庫
駅
周
辺
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
に
も
と
づ
き
、
計
画
的
な
街
づ
く
り
を
す
る
予

定
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
は
商
業
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
み
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
横
浜
駅
周
辺
・
伊
勢
佐
木
町
周
辺
・
戸
塚
駅
周
辺
は
業

種
構
成
か
ら
み
て
、
都
心
商
業
型
で
あ
る
。
綱
島
・
上
大
岡
・
鶴
見
な

ど
は
、
か
な
り
広
い
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
・
地
区
の
中

心
地
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
は
、
地
域
・
地
区
中
心
よ
り
少
し
そ
の

区
域
が
狭
く
、
近
隣
中
心
地
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
鉄
道
路
線
別

に
み
る
と
、
横
浜
線
・
東
横
線
・
京
急
線
の
中
心
地
と
し
て
、
中
山
・

綱
島
・
上
大
岡
が
あ
る
。
相
鉄
沿
線
は
い
づ
れ
も
同
程
度
の
も
の
で
、

現
状
で
は
中
心
と
な
る
地
区
は
み
あ
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
地
域
中
心
・
近
隣
中
心
地
区
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
強
力
に
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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①
再
開
発
法
を
適
用
し
、
建
物
は
す
べ
て
不
燃
構
造
と
す
る
。

②
商
店
街
は
、
一
部
の
核
的
な
も
の
を
除
き
、
一
、
二
層
と
し
、
上
層

部
は
住
宅
と
す
る
。
住
宅
に
は
一
般
居
住
者
も
誘
致
す
る
。

③
商
店
街
は
、
で
き
る
だ
け
一
街
区
一
体
の
建
築
と
し
、
や
む
を
え
な

い
場
合
で
も
、
道
路
沿
一
側
を
一
体
の
建
築
と
す
る
。

④
買
物
客
が
、
駅
か
ら
直
接
商
店
街
の
中
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
商
店
街
の
内
部
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
に
よ
り
、
風
雨
に

対
処
す
る
。

⑤
商
店
街
内
部
に
、
遊
び
場
・
休
憩
場
・
避
難
広
場
な
ど
を
つ
く
り
、

公
園
広
場
的
な
性
格
を
持
た
せ
る
。

⑥
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
な
る
よ
う
な
建
築
形
態
・
街
区
構
成
を

す
る
。

⑦
通
過
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
る
地
区
は
、
立
体
交
差
な
ど
に
よ
り
結

び
、
買
物
客
が
安
心
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑧
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
確
保
す
る
。
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事
業
は
民
間
が
主
体

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
原
則
を
前
提
と
し
て
、
市
で
は
周
辺
拠
点
地
区

の
再
開
発
の
骨
子
を
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
し
ぼ
り
、
地
元
住
民
を
は
じ

め
関
係
者
の
協
力
を
え
て
、
事
業
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①
駅
前
広
場
は
、
機
能
を
主
体
に
再
編
成
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
に

は
車
を
い
れ
ず
、
地
区
の
外
周
、
あ
る
い
は
地
下
部
分
で
車
を
処
理

す
る
な
ど
、
人
と
車
を
分
離
す
る
交
通
体
系
を
確
立
す
る
。
買
物
客

や
商
店
の
所
有
す
る
車
な
ど
の
た
め
、
駐
車
場
を
整
備
す
る
。

②
各
種
店
舗
の
規
模
・
数
量
は
、
将
来
を
予
測
し
て
計
画
し
、
客
の
吸

引
力
が
強
い
業
種
、
あ
る
い
は
大
型
店
を
地
区
の
中
心
に
お
き
、
拠

点
と
す
る
。

③
街
の
繁
華
性
を
失
わ
な
い
た
め
、
買
物
広
場
な
ど
、
計
画
的
な
空
間

を
持
た
せ
る
。

一
方
、
事
業
化
に
は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
が
、
山
積

み
し
て
い
る
。
第
一
に
、
主
要
駅
前
と
い
う
一
等
地
の
た
め
、
地
価
も

高
く
、
莫
大
な
事
業
費
を
要
す
る
の
で
、
事
業
の
大
き
な
部
分
を
民
間

に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
土
地
の
所
有
権
者
、
利
用

権
者
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
権
利
者
の
資
金
力
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
。

第
三
に
、
現
状
で
も
か
な
り
の
利
益
を
あ
げ
て
い
る
た
め
、
再
開
発
に

消
極
的
な
人
も
い
る
こ
と
。
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
共
同
建
築
に

よ
る
大
き
な
建
築
が
お
こ
な
わ
れ
に
く
く
、
比
較
的
小
さ
な
独
立
し
た

建
物
が
建
て
ら
れ
や
す
い
。

し
か
し
、
商
店
街
の
再
開
発
は
、
か
な
ら
ず
し
も
全
面
建
替
を
一
度
に

お
こ
な
う
必
要
は
な
い
。
小
さ
な
ま
と
ま
り
ご
と
に
、
全
体
計
画
の
一

部
と
し
て
建
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
開
発
事
業
の
成
果
は
十
分
に
期

待
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
面
は
地
区
の
全
体
計
画
を
つ
く
り
、
地

元
の
再
開
発
意
欲
を
う
な
が
し
、
事
業
化
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
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